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研究成果の概要（和文）：本研究では、院外心停止患者の心肺蘇生の質や医療機関での治療など院外心停止例の
救命に寄与すると思われる要因のデータベースを構築し、平成29年12月までの12,594例の症例についてデータを
確定した。また大阪府内の複数の消防機関（枚方市・寝屋川市、吹田市、箕面市・豊能町）と共同で、救急隊員
が行う『心肺蘇生の質』に関わるデータを平成29年2月から登録を開始し、令和2年3月末時点で、2,222例の症例
を登録した。本データベースを用いて、院外心停止の患者の社会復帰に関連する因子の同定や治療効果の検証、
予後の予測などの研究テーマについて、計10本の英文査読付き論文を出版した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we built a database to collect clinical factors including 
quality of cardiopulmonary resuscitation and treatment at medical facilities to improve treatments 
and outcomes of out-of-hospital cardiac arrest patients. We have established a database including 
12,594 cases by December 2017. In addition, collaborating with 3 fire departments in Osaka 
Prefecture, the quality of resuscitation by emergency medical service personnel in 2,222 cases have 
been registered by March 2020. As a result of this study, the optimal treatment strategy for 
out-of-hospital cardiac arrest patients and clinical factors associated with prognosis are well 
investigated, and several reports were published in the top international journal such as “
Circulation” and “Resuscitation” in the field of resuscitation and cardiology. We believe that 
these results have led to improved treatment and prevention of out-of-hospital cardiac arrest 
patients.

研究分野：救急医学、循環器内科学、救急蘇生医学

キーワード： 院外心停止　救急蘇生学　心臓突然死　集中治療　心肺蘇生　病院前救急医療　　心停止後症候群　治
療体制

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
病院の外で突然心停止となった方々に対する救命処置、病院到着後の状態や治療実態、救命・社会復帰に繋がる
治療方法や予後予測方法について明らかにした。研究成果はCirculation誌などの蘇生循環器領域のトップジャ
ーナルに掲載されたほか、米国心臓学会や日本救急医学会などの救急領域の学会で報告し、広く情報提供を行っ
た。これらの研究成果は、院外心停止患者に対する最適な治療戦略の構築や予防につながり、院外心停止患者の
社会復帰に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

急性心筋梗塞による死亡の 3 分の 2 は院外での突然死であり、本邦では年間 7 万人近い心

臓突然死が発生している。病院前救急医療の発展により、院外心停止例の社会復帰率は改善傾

向にあるが、いまだに 8%程度と低いことが知られている。心停止例の救命率向上には、胸骨

圧迫の深さ、テンポなど心肺蘇生の質を高めることが重要と強調されているが、これまで心肺

蘇生の質の客観的評価に基づく改善はほとんどなされていなかった。また、これまでの院外心

停止例の転帰改善は、主に、病院前救急医療体制の改善によるものであり、更なる社会復帰率

向上のため、病院前で心拍再開が得られない症例、心停止後症候群（心拍再開例に見られる脳

の機能障害）への対応などの集中治療の質の向上が課題であった。特に、これまでの研究によ

り、低体温療法、心肺補助装置の使用等の効果が示され、心拍再開後の治療の柱として実

施が勧められているが、臨床現場での実施状況は明らかでなく、対象症例、最適な温度、

導入のタイミングなどはいまだ確立されていなかった。更なる社会復帰率向上のためには、

従来評価され改善されてきた病院前での早期の心肺蘇生実施や除細動に加え、救急隊員による

心肺蘇生の質の向上や医療機関到着後の集中治療の評価、改善、また、これらの有機的連携が

必要であると考えられた。 

先行研究（基盤 C、研究代表者 石見拓 H24～26）で、大阪府下の全救命救急センターの協

力の下、病院到着後の集中治療の実態と効果の検証を進め、これまでに 688 例のデータを蓄

積し解析を始めたが（Sakai T, Iwami T, et al. Acute Med & Surg. 2014;1:150）、効果検証と

効果的治療ストラテジの検討には更なる症例の集積が必要である。 

 

２．研究の目的 

院外心停止例に対して行われる『心肺蘇生の質』、搬送先病院の治療体制、搬送後の集中治療内

容を包括したコホートを確立し、院外心停止例の社会復帰率向上に寄与する要因を多面的に分

析することで、適切な救急医療体制および治療ストラテジを検討することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

【研究デザイン】前向き・多施設共同コホート研究  

【期間】平成 27年度から 5年間 

【対象】大阪府(対象人口 880 万人)で発生した院外心停止例のうち、救急隊が蘇生処置を

行い、登録医療施設に搬送されたもの。 予定症例数 2400例／年以上。 

【対象施設】大阪府下の全救命救急センターおよびその他の協力救急医療機関 

【主たるアウトカム】社会復帰（脳機能良好な状態での 1ヶ月生存） 

【測定項目】①病院前蘇生記録＋②心肺蘇生の質に関わる記録＋③病院の治療体制、治療 

①：目撃状況、心肺蘇生の有無、蘇生処置の時間経過、初期心電図波形等。 

②：胸骨圧迫の深さ、テンポ、胸骨圧迫中断時間等。 

③：病院の規模、救命センターか否か。心停止例への対応時の体制等。低体温療法、体

外循環といった集中治療の有無・方法と経過。 

【記録・解析】①は救急隊員が国際基準に基づいた専用様式に従い記録。②は一部の消防

機関に導入する除細動器に付属する加速度センサーで自動的に記録。③は協力医療機関に

て、専用の記録用紙にウェブまたはファックス経由で登録。研究者が匿名化情報を連結し、

解析を行う。 

 



４．研究成果 

研究体制と包括的なデータベースの確立 

既存の研究体制をさらに拡充させ、平成 26年より準備を開始し、平成 27年より定期的に

研究ミーティングを開催した。ここで研究の意義、概要、研究体制、研究テーマなどにつ

いて議論を重ね、同年より大阪府下全ての救命救急センターおよび研究主旨に賛同いただ

いた救急医療機関（合計 14施設）による研究の協力体制を確立した。 

 

基盤となる病院前の心肺蘇生に関するレジストリに加え、患者の搬送先医療機関での診療

体制や体温管理療法や膜型人工肺を用いた経皮的心肺補助など集中治療の内容など院外心

停止例の救命に寄与すると思われる情報を収集するために、各医療機関から Electronic 

data capturing systemを用いて収集するシステムを確立した（下図）。またこれらのデー

タを連結、統合した後に、クリーニングを行い包括的な診療体制のデータベースとして確

立させた。 

 

 

これらのデータを各年約 2500症例登録し、平成 31 年 12 月までの 12,594例のデータ登

録を完了させた（下図）。これは、世界的にも有数の院外心停止の病院内外での治療内容、

診療体制を評価することのできるデータベースである。 

 

図: 経年的な登録症例数 



併せて、救急隊員が行う『心肺蘇生の質』を前向きに登録する仕組みをつくり、 レジス

トリ構築の方法を確立した（下図）。心肺蘇生の質に関わる記録は、消防機関に導入した除

細動器に付属する加速度センサーデバイスで自動的に記録し、 専用の web 登録を行うこ

とで情報を収集した。記録されたデータには、胸骨圧迫の深さ、 速さ、胸骨圧迫中断時間

と蘇生中の処置内容（気道管理や薬剤投与など）を含んでいる。これらのデータを京都大

学研究事務局により、クリーニング、解析を行い、蘇生時間中の胸骨圧迫時間の割合など

を計算してデータベース化を行なった。これらのデータは、症例ごとに消防へ返却され、

救急活動が終わった後の振り返り (デブリーフィング)に活用することで、心肺蘇生の質の

改善をもたらすかについても、調査を行なっている。 

 

大阪府内の複数の消防機関（枚方市・寝屋川市、吹田市、箕面市・豊能町）と共同で、上

記のデータを平成 29年 2月から登録を開始し、令和 2年 3月末時点で、2222例の症例を

登録することができている（下図）。 

 
 

  



解析、研究結果 

本データベースを用いて、院外心停止の患者の社会復帰に関連する因子の同定や治療効果

の検証、予後の予測などの研究テーマについて、2016年以降、毎月一回各施設の研究者に

よる合同のミーティングを開催し、解析方法や研究テーマの意義、研究結果の臨床への応

用点について議論を行った。 

これらの解析の結果として、Circulation誌、Resuscitation誌などの循環器、蘇生領域

のトップジャーナルで成果を報告し、計 10本の英文査読付き論文を出版した（下記参照）。

また米国心臓協会などの国際学会や日本救急医学会などの国内の関連学会でもその内容を

発表した（合計 13件）。 
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